
可
取
小
蔵品世

州民
と
御
開
制
巾
な
が
ら
、接
指
へ
盟
国
防
司
共
依
抜
袋
し
J
ニ
友
術
門
を
鈍

て
金
線
へ

か
け
も
ど
り
‘
始
終
の
様
子
を
巾
よ
け
り
。
共
段
微
妙
公

へ
被
仰
上
け
れ
ば
‘
御
知
行
笠
高
石
被
選
、
前
回
肥
後
直
之
と
裕
し

ぬ
。
今
の
近
江
守
芭
竪
の
組
父
也
。
前
回
利
政
は
利
家
次
男
也
。
利

巾
上
る
は
、
御
言
架
迄
陀

τは
し
る
し
と
雛
仕
伎
と
強
て
申
よ
け
れ

ば
、
共
時
被
精
候
貞
山一部
の
御
腰
物
を
被
逃
候
。
m
耳
左
衛
門
不
堪
感
泣

奔
謝
し
て
罷
腕
る
。
御
用
有
る
問
、
明
朝
叉
可
来
と
被
仰
候
所
、
車
中

を
悦
民
放
り
会
れ
と
.
労
務
院
総
の
御
抑
制
民
て
、
此
昨
此
御
供
仕
罷
魁

候
。
近
日
御
見
参
を
被
許
、
協
成
田
町
彼
被
成
下
伐
採
に
と
奉
願
候
。

多
分
は
御
許
容
有
之
間
放
除
。
脱
出
ば
唯
今
を
以
生
前
の
御
限
乞
と
覚

悟
仕
候
旨
巾
叩
け
れ
ば
.
利
政
公
黙
と
被
問
召
局
、
共
児
明
朝
我
民
み

せ
よ
と
被
仰
候
。
銀
十
市
街
事
無
限
菩
び
、
罷
問
て
後
三
左
衛
門
へ
角

と
巾
削
、
間
副
朝
御
供
問
山
越
候
。
利
政
公
柴
門
の
内
幽
の
御
梢
尽
な
り
。

共
長
屋
に
出
柊
子
の
あ
り
け
る
に
、
共
内
よ
り
灰
陀
見
給
ひ
、
内
へ
は

不
被
入
、
我
子
に
紛
も
な
き
と
仰
ら
れ
候
。
共
時
党
左
術
門
申
け
る

は
‘左
候
は
ピ
共
符
酬
酬
に
、何
に
て
も
御
秘
践
の
ロ
mE
.
御
手
白
抜
巡

被
下
候
は
立
、
そ
れ
を
以
殺
と

L
芳
稼
院
様
へ
も
可
巾
よ
と
云
。
六

ク
敷
邸
主，

mも
の
か
な
と
、
御
無
色
少
し
飢
じ
け
る
を
.
押
返
し
て

五

ーの給ら
人よば

悶也し本
森。 K 知
芳てに
洲 ・ て

子給は
息 桃 可
E たiJl
林 るよ
家事 し

共 被
弟 主主由

子れゆ
と共 。
た ー 士
す 同 医
<J~ 不ょ

E理 P

4F 
凶 7J11τ:f!l 
一世主
器 l;IJ
並可

抜
高
K

つ
も
股
功
有
ま
じ
。
一
人
も
武
功
の
者
の
指
抑
な
し
。
何

ぞ
我
等
4
E
K
同
ぜ
ん
や
。
此
招
民
不
会
を
御
質
問
酬
に
て
被
間
出
向
と
の

俄
な
ら
ば
、
本
知
能
州
一
四
k
m細
る
北
ハ
龍
山
ま
じ
。
若
唯
可
出
と
な

絞
り
の
内
、
代
金
三
十
枚
以
下
は
興
一
に
賜
り
‘
以
上
の
物
は
不
磁

加
賀
の
家
へ
可
返
由
被
仰
波
也
。
大
阪
陣
の
時
、
秀
頼
公
よ
り
御
抑
制

の
所
に
不
被
会
。
此
旨
櫛
現
様
御
聞
に
絡
し
、奇
特
の
よ
し
思
召
.闘

束
へ
可
被
総
出
候
、
十
間
石
可
賜
よ
し
御
内
跨
有
之
虎
に
、
不
被
拠

出
候
て
‘
大
阪
の
招

K
不
参
は
側
来
へ
の
忠
節
に
は
非
字
、
大
野
修

理
・渡
部
内
政
幼
等
が
支
配
を
受
べ
吉
某
K
あ
ら
宇
。
共
上
此
皮
の
泌

利
家
愛
子
故
財
変
多
く
奥
へ
ら
れ
、
金
銭
に
優
稲
也
。
一
女
子
あ
り
、

角
倉
奥
一
に
鍬
し
.
一

跡
不
磁
品
門
会
へ
緩
る
。
台
徳
公
御
代
陀
共
闘
H
貨

袋
内
山
分
之
内
能
登
一
関
二
十
一
向
石
徐
配
分
。
出
品
長
五
年
の
励
飢

陀、
脇
市
市
の
召
陀
不
審
放
に
、
太
平
の
後
淡
牧
せ
ら
る
。
兄
利
長
の
功

に
ゆ
る
し
て
助
命
、放
に
峰
峨
民
登
居
。
利
長
よ
り
門
品
開
石
合
力
、
且

す，

ー

て

石

黒
健
在
術
門
、
前
回
利
政
公
へ
御
笠
子
の
瞬
間
主
的
ム

川
勝
伊
太

司

利

去
、
附
原
一
磁
の
を
京
師
へ
赴
き
嵯
峨

K

J

書
、
仰
子
数
多
産
宵
あ
り
と
い
へ
ど
も
、
如
何
意
軍
人
と
な
J

仕
は
や
o
共
内
三
左
衛
門
直
之
ひ
と
り
成
人
し

τ、
七
歳
陀
及
ぶ
時

主
義
と
申
て
終
不
及
。
勘
定
家
老
中
諮
る
に
器
而
J
一
此

F
前
僚
と
相
表
裂
す
れ
ど
も
、
決
山
地
理
は
同
じ
俄
故
袋
陀
記
。
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劫
候
喜
志
見
届
也
市
候
。
是
主
勘
定
と
官
接
。

足
般

小
者
迄
Jm

iは
ど
勘
定
も
可
入
器

共

、
義

永

候

て

認

候

上

は

然
れ
ば

'"'" 敷立
郎
τ 
は
御
f止
の
訟
も
な
し。
極
分
相
ít\~ 
~~ 
て

1111 

又子
はの

訟
を
可
申
受
注
れ
ど
も
・
若
無
左
ば
芭
に
御
闘
を
立
退
微
か
・

手
。
執
政
の
大
号
、
久
太
夫
を
召
て
勘
定
の
宮
と
ふ
O

J
太

夫一宮
、
札
前
与
に
か
叫
悼
の
事
被
仰
付
候
は
、
勘
定
あ
る
ま
じ
吉
舗
と

存
候
。
某
の
目
よ
り
札
前
の
日
ま
で
浩
作
の
問
可
入
程
、
無
呉
儀
相

れ
。
然
ば
微
妙
公
へ

も
御
披
露
可
被
成
候
問
、
侃

長

左

前

が

才

一

党
主
級
み
思
召
の
留
を
被
仰
附
也
o
党
左
衛
門
思
ふ
械
は
、
利
政
公

一

御
子
た
る
事
無
紛
事
と
は
い
へ
ど
も
、
史
て
共
俄
は
被
仰
附
数
也
。

加
増
に
℃
都
合
七
百
五
拾
石
に
相
成
候
。

図
吻
公
刷
協
嬰
悶

卒
採
に
、
大
塚
久
太
夫
と
云
物
頭
あ
り
。
或
年

遺
品
同
の
事
あ
り
て
共
務
行
主
動
む
。
功
畢
て
後
廿
持
政
問
の
勘
定
を

切
た
り
o
此
子
を
携
て
利
政
へ
み
せ
・
父
子
の
惜
成
校
械
を
附
て
来

り
、
御
次
の
片
隅
に
相
拘
盟
国
在
候
。
相
官
時

御
邸
の
後
も
御
目
過
を
れ

有
之
御
次
へ
御
出
敏
成
、
水
原
品
川
左
術
門
は
と
御
博
被
選
候
。

nuL
K

…y候
宮
御
側
の
衆
巾
土
候
庭
、
今
日
は
好
天
然
と
仰
を

τ、
夫

よ
り
無
逃
臨
御
用
相
勤
候
。
共
後
令
所
容
行
被
仰
付
、
百
五
拾
石
御

る
者
也
o

芳
容
院
談
、此
党
左
衛
門

へ
仰
附
ら
る
h

は
、
汝
利
政
に
貌

し
て
は
、
微
妙
公
へ
可
被
仰
株
主
吉
に
依
て

、
常
陀
是
主
以
川
一
議
成

也
。
石
無
党
左
術
門
と
云
者
あ
り
。
的
議
を
噌
の
士
也
。

M山
W
J
U
刷出向

円
明

ω.
。此
も
の
利
政
公
の
仰
気
に
臨
じ
、
折
簡
は
御
隠
棲
の
所

〈
も
侍

可
制
小
説
程

五

直
之
崎
直
る
台
、

1
ι
$
2
1
J川

h
w
H
太
夫
人
芳
務
院
様
御
釧
愛
最
深

〈

L
L
Uふ
と

ど

ど

も

・
利
政
公
の
御
賀
子
と
巾
主
殺
な
く




